
令和７年度 第２回 大槌町地域公共交通活性化協議会 

 

日時：令和８年１月 19日(月) 14:00～15:00 

場所：大槌町役場 ３階 大会議室 

 

次  第 

 

  １ 開 会 

 

  ２ 会長挨拶 

 

  ３ 協議事項 

     議案第１号 地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

     議案第２号 大槌町地域公共交通活性化協議会財務規程の一部を改正する規程

について 

     議案第３号 令和７年度大槌町地域公共交通活性化協議会予算(案)について 

 

  ４ その他 

 

  ５ 閉 会 

 

 配布資料 

 ・次第 

 ・【議案第１号】 地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

 ・【議案第２号】 大槌町地域公共交通活性化協議会財務規程の一部を改正する規程に

ついて 

 ・【議案第３号】 令和７年度大槌町地域公共交通活性化協議会予算(案)について 

 ・【資 料 １】 地域公共交通確保維持改善事業 事業評価シート 

 ・【資 料 ２】 大槌町地域公共交通活性化協議会財務規程 

 



議案第１号 

 

地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について 

 

１ 趣旨 

   町と事業者が、国の地域公共交通確保維持改善事業を活用して実施した令和７年度地域内フィー

ダー系統確保維持改善事業について、当該補助金交付要綱第３条第５項に基づき事業評価(案)を協

議するもの。 

 

２ 事業計画の名称 

   令和７年度大槌町地域内フィーダー系統確保維持計画 

 

３ 主な事業及び実施主体 

 (１) 主な事業 

     町民バス及び乗合タクシーの運行 

 (２) 実施主体 

     町、事業者 

 

４ 事業計画期間 

   町 民 バ ス：令和６年 10月１日(火) から 令和７年９月 30日(火)まで 

   乗合タクシー：令和７年 ４月１日(火) から 令和７年９月 30日(火)まで 

 

５ 運行系統、実施期間及び運行事業者 

 (１) 運行系統及び実施期間 

   ① 運行系統 

      町 民 バ ス：金沢小鎚線(５系統）、循環線(１系統) 

      乗合タクシー：沢山、迫又、柾内、小枕、安渡、赤浜、吉里吉里、浪板 

   ② 実施期間  「３ 事業計画期間」のとおり 

 (２) 運行事業者 

     町 民 バ ス：大槌地域振興株式会社 

     乗合タクシー：株式会社大槌タクシー(沢山、迫又、柾内、小枕、安渡、赤浜) 

            株式会社大安(吉里吉里、浪板) 

 

６ 提出先 

   国土交通大臣（国土交通省東北運輸局） 



大槌町地域公共交通活性化協議会 令和６年10月１日 事業開始

事業の今後の改善点

実施状況、目標・効果の達成状況

生活交通確保維持改善計画

目的・必要性

定量的な目標・効果

事業・実施主体

確保・維持する系統の概要

評価項目

前回の評価結果

基礎データ

■合併状況：明治22年に大槌村、小鎚村、吉里吉里村が合併。その後昭和30年に金沢村と合併。現在に至る。
■人口：10,231人（令和７年11月末時点） ■面積： 200.42㎢ ■高齢化率：40.69%（令和７年11月末現在）
■協議会開催数：３回（令和６年10月１日～令和７年９月30日）

■大槌町民バス ■デマンド型乗合タクシー
大槌地域振興株式会社 ・(株) 大槌タクシー [沢山、迫又、柾内、小枕、安渡、赤浜]

・(株) 大安[吉里吉里、浪板]

【実施状況等】
町民バスについて、令和６年４月１日に改正したダイヤどおりに運行した。
また、令和４年４月１日から実証運行を開始したデマンド型乗合タクシーについて、令和７年４月１日から本格運

行を開始した。
【実績】

① 町民バスの収支率を20％以上とする。⇒ 実績：12.6％(達成率：63.0％) 評価：C
② 町民バスの１便あたりの平均乗客人数を4.0人/便以上とする。⇒ 実績：3.5人/便(達成率：87.5％)

６系統中２系統が2.0人/便未満 評価：Ｃ
③ 乗合タクシーの年間延べ利用者数を実施初年度400人とする。⇒ 実績：550人(達成率：137％) 評価：A

【評価】
C評価となった、町民バスの収支率は、前年度に引き続き、燃料費及び修繕費等が物価高騰の影響を受けた

ことが要因として考えられる。
町民バスの１便あたりの平均乗客人数もC評価ではあるが、延べ利用者数は前回の21,528人から22,542人と

1,014人増加している。
デマンド型乗合タクシーの年間延利用者は550人で、目標達成となった

[評価の判定基準] ●A ⇒ 目標達成100%以上 ●B ⇒ 目標達成80%以上100%未満
●C ⇒ 目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満）

【目標】
・町民バス(路線バス)の収支率を20％以上とする。
・町民バス(路線バス)の1便平均乗車人数を4.0人/便以上とする。
・乗合タクシーの延べ利用者人数を400人以上とする。(R7.4月1日～R7.9月30日)

【効果】
町民バス及び乗合タクシーを維持することにより、高齢者等の日常生活に必要不可欠な移

動手段を確保することができる。
また、幹線、支線のネットワークを連携させ効率的な運行体系を実現することで、高齢者等

の外出促進に寄与し、地域活性化につながる。

町の幹線交通は、隣接する「釜石市」につながる三陸鉄道リアス線及び岩手県交通バスであ
り、町民バスは、自家用車を運転できない高齢者等を幹線交通につなぎ、日常生活を支える必
要不可欠な公共交通である。

また、令和７年４月からデマンド型乗合タクシーの運行を開始し、既存のバス路線から離れて
いる交通弱者を支援している。 【達成状況（結果）】

① 町民バスの収支率：12.0％[目標値：20％以上(達成率：60.0％)]
② 町民バスの１便あたりの平均乗客人数3.6人/便[目標値：4.0人/便以上(達成率：90％)]

【一次評価】
収支率については、昨年度実績と比較すると減少しております。主に燃料費等の高騰が影響していると考えられま

す。平均乗客人数については、令和５年度より新たに設定した指標であり、目標値に占める達成率は90％となってお
ります。
【二次評価】

利用実態調査等を実施し、ダイヤ改正等の改善の取組につなげている点、評価します。
引き続き、効果的な情報発信を検討し、新規需要の掘り起こしを含む利用促進を図ることを期待します。

町民バスについては、令和８年４月１日以降に大槌町地域公共交通計画(令和９年４月１日～令和13年３月31
日)の策定に着手することから、運行事業者や住民からの意見を吸い上げ、新規利用者の確保及び利用促進を
図り、収支率及び１便当たりの平均乗客人数の増加を図る。

乗合タクシーについては、目標を達成しており、今後も運行事業者と連携し利用促進を図る。

【地域内フィーダー系統】
■大槌町民バス

・系 統 ６系統
・運 賃 ① 一般：200円

② 障がい者及び妊婦：100円
③ 高校生以下：無料

・運 行 日 12/31～1/2以外
■デマンド型乗合タクシー

・運行区域 ① 沢山、迫又、柾内、小枕、安渡、 赤浜
② 吉里吉里、浪板

・運 賃 ① 中学生以上：500円
② 小学生以下、障がい者：200円
③ 幼児、乳児：無料

・運 行 日 週４回[火、水、木、金曜日]
※12/31～1/2は除く

資 料 １



大槌町地域公共交通活性化協議会

大槌町民バス運行図



大槌町地域公共交通活性化協議会
大槌町公共交通時刻表



大槌町地域公共交通活性化協議会

乗合タクシー運行区域 ※赤枠部分(主な公共交通不便地域と同様)



大槌町地域公共交通活性化協議会

乗合タクシーの運行について



①補助対象事業者等 ②事業概要

③前回（２事業年度前）

（又は類似事業）の事業評

価結果の反映状況

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況
⑥事業の今後の改善点

（特記事項を含む）

大槌地域振興株式会社 大槌町民バスの運行

【運行系統名】

・金沢小鎚線(５系統)

・循環線(１系統)

【実施期間】

令和６年10月１日

～令和７年９月30日

【一次評価】

収支率は、昨年度比で減

少している。要因として、燃

料費等物価の高騰の影響

等が挙げられる。

乗降調査等により利用者

ニーズを捉え、ダイヤの見直し

等の収支改善を図る。

新型コロナウイルス感染症

が５類感染症移行後、利

用者は増加傾向であり、情

報発信等による利用促進を

図る。

【二次評価】

利用実態調査等を実施

し、ダイヤ改正等の改善の取

組につなげている点、評価す

る。

引き続き、効果的な情報

発信を検討し、新規需要の

掘り起こしを含む利用促進

を図ることを期待する。

【評価結果の反映状況】

昨事業年度に、公共交

通利用実態調査等の結果

に基づくダイヤ改正及び周

知を実施し、当該ダイヤを継

続して運行している。

Ａ 事業が計画に位置づ

けられたとおり、適切に実

施された。

【実施した事業の評価】

交通不便地域の住民

や交通弱者への支援とし

て 運 行 し て お り 、 延 べ

22,542人が利用し、買い

物や通院の交通手段を

確保するとともに、外出

機会の創出に寄与した。

Ｃ

Ｃ

①収支率を20％以上と

する。

⇒ 実績：12.6％

(達成率：63.0％)

昨年度から若干改善

したものの、燃料費等物

価高騰の影響が依然と

してとして大きいと考えら

れる。

②１便あたりの平均乗

客人数を4.0人/便以

上とする。

⇒ 実績：3.5人/便

(達成率：87.5％)

昨年度と同数値であ

り、目標を達成できたの

は 、 ６ 系 統 中 ２ 系 統

だった。

また、目標を達成でき

なかった４系統の内、２

系統は、１便当たりの平

均乗客数が2.0人/便以

下となった。

※大貫台～マスト

⇒1.3人/便

徳並～マスト

⇒1.0人/便

町民バスの１便あた

りの平均乗客人数はC

評価ではあるが、延べ

利 用 者 数 は 前 回 の

21,528人から22,542人

と1,014人増加している。

令和８年４月１日

以降に大槌町地域公

共交通計画 (令和９

年４月１日～令和13

年３月31日)の策定に

着手することから、運行

事業者や住民からの意

見を吸い上げ、新規利

用者の確保及び利用

促進を図り、収支率の

向上及び１便当たりの

平均乗客人数の増加

を図る。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）
令和８年１月１９日協議会名：大槌町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業者名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金



①補助対象事業者等 ②事業概要

③前回（２事業年度前）

（又は類似事業）の事業評

価結果の反映状況

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況
⑥事業の今後の改善点

（特記事項を含む）

・株式会社 大槌タクシー

・株式会社 大安

デマンド型乗合タクシーの

運行

【運行区域】

・株式会社 大槌タクシー

沢山、迫又、柾内、小枕、

安渡、 赤浜

・株式会社 大安

吉里吉里、浪板

【実施期間】

令和７年４月１日

～令和７年９月30日

※新規事業のため評価無し Ａ 事業が計画に位置づ

けられたとおり、適切に実

施された。

【実施した事業の評価】

既存のバス路線から

離れている住民の支援と

して運行しており、延べ

550人が利用し、買い物

や通院の交通手段を確

保するとともに、外出機

会の創出に寄与した。

A 年間延べ利用者数を

実施初年度400人とする。

※実施初年度の期間は

令和７年４月～９月

⇒ 実績：550人

(達成率：137％)

当該事業は令和４年

４月１日から実証運行

を開始し、令和７年４

月１日に本格運行に移

行した。

実証運行中は週３回

の運行だったが、本格運

行へ移行する際、週４

回に増便したことから、目

標値を大きく達成したと

考えられる。

【補足：運行割合】

78.3%

・計画値 525回

・実績値 411回

目標を達成しており、

今後も運行事業者と

連携し利用促進を図る。

【二次評価】



事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

別添１－２

令和８年１月１９日

協議会名： 大槌町地域公共交通活性化協議会

評価対象事業者名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

大槌町は、三陸海岸のほぼ中央に位置し、総面積は200.42㎢で、北は山田町、南は釜石市、西は遠野
市に接しており、東西に広い地形である。
令和７年11月末時点の人口は10,231人、高齢化率は40.69%。
町内の幹線交通となる三陸鉄道リアス線及び岩手県交通バスは、隣接する主要都市「釜石市」へ通じ

る唯一の交通機関で、その幹線交通につなぐ対象路線の町民バスは、自家用車を運転できない高齢者等
の日常生活を支える必要不可欠な公共交通で、その確保維持が必要とされている。
町民バスの運行は、町の将来人口や自家用車の普及状況などを見据え、公共交通機関の利用者低迷や

収支悪化の改善につなげ、復興事業後の新しい街の形成に合わせると共に、地域内公共交通の維持確保
の改善を図り、住民の暮らしを支える持続可能な公共交通システムの構築を目指す。



別　　紙

町民バスにおける１便当たりの平均乗車人数の詳細(令和６年10月１日～令和７年９月30日)

系統名 ㎞数 運行回数 便数 乗車人数 １便あたりの乗車人数

往　36.5ｋｍ

復　　　―　

往　28.2ｋｍ

復　28.2ｋｍ

往　26.2ｋｍ

復　26.2ｋｍ

往　10.2ｋｍ

復　10.2ｋｍ

往　17.0ｋｍ

復　17.0ｋｍ

往　10.7ｋｍ

復　10.7ｋｍ

4810.0 6375.5 22,542 3.5357

1.0437

2.3849

合計

653

955

694

14,445 4.62243125.0 3125.0
循環線
マスト～

金沢小鎚線
長井～マスト

金沢小鎚線
徳並～マスト

457.5

145.5

1437.0

488.0

915.0

291.0

761

5,034

6.3682

3.5031

金沢小鎚線
大貫台～マスト

金沢小鎚線
大貫台～県立大槌病院前

718.5

金沢小鎚線
大貫台～徳並

119.5

244.0

119.5

1.3381



議案第２号 

 

   大槌町地域公共交通活性化協議会財務規程の一部を改正する規程 

 大槌町地域公共交通活性化協議会財務規程（令和６年４月１日 施行）の一部を次のように改正する。 

改正前 改正後 

 （予算）  （予算） 

第２条 [略] 第２条 [略] 

２ 協議会の会長（以下「会長」という。）は、歳入、歳出が見込まれる場合

において、予算を調製し、年度の事業開始前に協議会に諮るものとする。 

２ 協議会の会長（以下「会長」という。）は、歳入、歳出が見込まれる場合

において、予算を調製し、協議会の承認を得なければならない。 

３・４ [略] ３・４ [略] 

備考 改正部分は、下線の部分である。 

   附 則 

 この規程は、承認された日から施行する。 

 



資 料 ２ 

 

   大槌町地域公共交通活性化協議会財務規程 

 （設置） 

第１条 この規程は、大槌町地域公共交通活性化協議会設置要綱（以下「要綱」という。）第

14条の規定に基づき、大槌町地域公共交通活性化協議会（以下「協議会」という。）の財務

に関し、必要な事項を定めるものとする。 

 （予算） 

第２条 協議会の予算は、負担金、補助金、繰越金及びその他の収入をもって歳入とする。ま

た協議会の運営及び事業に係る経費をもって歳出とする。 

２ 協議会の会長（以下「会長」という。）は、歳入、歳出が見込まれる場合において、予算

を調製し、年度の事業開始前に協議会に諮るものとする。 

３ 協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月31日に終了する。 

４ 会長は第２項の規定により、予算が協議会の承認を得たときは、当該予算書の写しを速や

かに大槌町長（以下「町長」という。）に送付しなければならない。 

 （予算の補正） 

第３条 会長は、会計年度の途中において、既定予算に補正の必要が生じたときは、これを調

製のうえ専決し、次回の協議会に報告しなければならない。 

２ 前項の規定により、補正予算が協議会の承認を得たときは、前条第４項の規定を準用する。 

 （予算区分） 

第４条 歳入予算の款、項及び目の区分は、別表第１のとおりとする。 

２ 歳出予算の款、項及び目の区分は、別表第２のとおりとする。 

３ 当該年度において臨時かつ特別な理由があるときは、別表第１及び別表第２に定める以外

の項及び目を定めることができる。 

 （予算の流用及び予備費の充用） 

第５条 歳出予算の流用及び予備費の充用は、大槌町（以下「町」という。）の例によるもの

とする。 

２ 会長は、前項の規定により歳出予算の流用又は予備費の充用をしたときは、次回の協議会

に報告しなければならない。 

 （出納及び現金等の保管） 

第６条 協議会の出納は、会長が行う。 

２ 協議会に属する現金等は、銀行その他の金融機関に預け入れなければならない。 

 （協議会出納員） 

第７条 会長は、協議会の事務局職員のうちから協議会出納員を命ずることができる。 

２ 協議会出納員は、会長の名を受けて、協議会の出納その他会計事務をつかさどる。 

 （収入及び支出の手続） 

第８条 協議会の予算に係る収入及び支出の手続は、町の例により行うものとする。 



２ 協議会の出納員は、次の各号に定める簿冊を備え、出納の管理を行うものとする。 

 （１） 予算整理簿 

 （２）前号に掲げるもののほか、必要な簿冊 

 （決算等） 

第９条 会長は、毎会計年度後、遅滞なく協議会の決算を調製し、協議会の承認を得るものと

する。 

２ 会長が、前項の承認を得るにあたっては、要綱第13条の規定に定められた監事の監査を受

け、その結果を添えなければならない。 

３ 会長は、第１項の規定により協議会の承認を得たときは、当該決算書の写しを速やかに町

長に送付しなければならない。 

 （委任） 

第10条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な事項は、会長が別に定め

る。 

附 則 

 この規則は、令和６年４月１日から施行する。 

 

別表第１（第４条関係） 

 歳入予算の款、項及び目の区分 

款 項 目 

１ 負担金 １ 負担金 １ 負担金 

２ 補助金 １ 補助金 １ 補助金 

３ 繰越金 １ 繰越金 １ 繰越金 

４ 諸収入 １ 諸収入 １ 諸収入 

 

別表第２（第４条関係） 

 歳出予算の款、項及び目の区分 

款 項 目 

１ 運営費 １ 事務費 １ 事務費 

２ 事業費 １ 事業費 １ 事業費 

３ 予備費 １ 予備費 １ 予備費 

 



議案第３号 

令和７年度歳入歳出予算(案)について 

 

 

【歳入】                                (単位：円) 

費 目 
本 年 度 

予 算 額 

前 年 度 

予 算 額 
比較増減 説    明 

１．負担金 0 ― ―  

２．補助金 7,640,000 ― ― 
令和７年 ﾌｨｰﾀﾞｰ補助金 

7,640,000円 

３．繰越金 0 ― ―  

４．雑収入 0 ― ―  

計 7,640,000 ― ―  

 

 

【歳出】                                (単位：円) 

科 目 
本 年 度 

予 算 額 

前 年 度 

予 算 額 
比較増減 説    明 

１．運営費 0 ― ―  

２．事業費 7,640,000 ― ― 

町民バス運行費 

7,640,000円 

※町一般会計に繰入 

３．予備費 0 ― ―  

計 7,640,000 ― ―  

 


